
 

 

 

 

 

２０２２年１１月１７日 

 

三井住友海上火災保険株式会社 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

 

～「企業緑地支援パッケージ」の提供開始～ 

企業緑地保険と関連サービスで企業の緑地取組を支援 
 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：舩曵 真一郎）とＭＳ＆ＡＤ

インターリスク総研株式会社（社長：中村 光身）は１１月から、自然資本・生物多様性に配慮した企業の緑地   

取組を支援する「企業緑地支援パッケージ」の提供を開始します。 

 

１．概要 

以下３つの商品・サービスをパッケージ化して提供します。 

 

（１）駿河台緑地の視察案内 

・環境省の自然共生サイト認定に係る実証事業において、屋上緑化

のモデル的取組として「認定に相当」と評価を得た三井住友海上 

駿河台緑地（三井住友海上駿河台ビル・駿河台新館の周辺緑地）

の取組※を現地で案内します。 
 
※２０２２年９月２２日ニュースリリース： 

「自然共生サイト認定」実証事業において「認定」相当の評価を獲得 

 

（２）企業緑地コンサルティングサービス 

・ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研の「よろず相談」「企業緑地ポテンシャル評価」「生物多様性企業緑地支援コンサ

ルティング」などのサービスを通じて、企業緑地の取組を支援します。 

よろず相談 ・コンサルタントが企業緑地の生物多様性取組について相談に応じます。 

（お客さまを訪問、またはＷｅｂ会議システム） 

企業緑地ポテンシャル評価 ・企業緑地が地域の生態系（自然）に対していかに貢献できるか（生物多様性

ポテンシャル）を、机上で定量評価するツールです。 

生物多様性企業緑地支援 

コンサルティング 

・地域の生物多様性に貢献できる緑地の具体的な利活用計画の策定を支援します。

計画立案からロードマップ作成、概算見積まで提示します。 

 

（３）企業緑地保険 

・企業緑地において、不測かつ突発的な事故により生じた損害や費用等を補償します。 

＜主なお支払い事例＞ 

・緑地内で火災が発生し、樹木が焼損した。 

・台風による強風で樹木や造成地が損傷した。 

・豪雨により上流の川が氾濫し泥水や流木が流れ込み、樹木や造成地が損傷した。 

 

 

 

（３） 

企業緑地保険 

（１） 

駿河台緑地の 

視察案内 

（２） 

企業緑地コンサル 

ティングサービス 

企業緑地の企画・立案 
フェーズ 

企業緑地の調査・実行 
フェーズ 

企業緑地の維持管理 
フェーズ 

https://www.ms-ins.com/news/fy2022/pdf/0921_1.pdf


 

 

２．背景 

２０２２年１２月にカナダで開催される「生物多様性条約 第１５回締約国会議（ＣＯＰ１５）第２部」に   

おいて、生物多様性の新たな世界目標「ポスト２０２０生物多様性枠組」が採択される見込みです。また、企業

に対し自然資本や生物多様性に関する情報開示等を求めるＴＮＦＤ（自然関連財務情報開示タスクフォース）も

始動しています。 
 
企業にとって工場やオフィスなど土地の利用は不可欠であり、土地利用への配慮がＥＳＧ経営の重要な要素と

なっています。企業には「環境汚染をしない」「植林や希少生物を保護する」ことに加え「立地する場所や地域の

生物多様性と事業との関連性を理解し科学的に取り組む」など質の向上が求められており、企業緑地は自然資本・

生物多様性の取組で重要な役割を担っています。 
 
三井住友海上は１９８４年の駿河台ビル竣工以降、長年にわたり駿河台緑地の整備に取り組んできました。また、

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は１０年以上、自然資本・生物多様性に関する研究、コンサルティングサービスを

行ってきました。両社の知見・経験を活かした本パッケージの提供を通じて、企業の緑地取組を支援します。 

 

 

３．今後の取組 

三井住友海上とＭＳ＆ＡＤインターリスク総研は、今後も自然資本・生物多様性の保全・回復に資する商品・   

サービスの開発を進め「地球環境との共生（Ｐｌａｎｅｔａｒｙ Ｈｅａｌｔｈ）」の実現に貢献していきます。 

 

以 上 


